
平成 28 年度 第 3回静岡県作業療法士会 理事会議事録（平成 28 年 8 月 6 日） 

出席者：秋山，梶原，三井，稲葉，岩井，大石，大庭，岡庭，勝又，小林，齋藤，林，村岡(理事:13 名)，

小笠原（監事:1 名），［高岡，成田，武内（書記）] 

場 所：静岡県作業療法士会事務局（静岡市） 13：00～17：30 

※【平成 28 年度 第 3回理事会資料】＜別紙資料＞に順じて進行 

【報告・審議事項】 

１．3役会報告（岩井事務長） 

 １）会計システム，財務関連 

  事業計画と予算に関して，予算審議のための新書式を作成．まずはこの様式で入力していく． 

  各部この書式を会計担当者へ算定根拠として報告． 

２．予算審議会（来年度予算の申請等） ※今年度より開催．今後は規約作成も検討 

１）来年度会費収入 

  今年度からの増加率は 2.7％（50 万円弱） 

 ２）予算審議会への報告事項（下記の場合は，予算審議会へ報告すること） 

  ①勘定項目にない支出が発生した場合 

  ②年度当初以外の事業を行う必要が発生した場合 

  ③計画していた事業執行が困難となった場合 

 ３）平成 28年度補正予算の申請について 

  ・補正予算申請締め切り 11 月 15 日（執行率に応じて繰越金の見定めも行う） 

  ・補正予算は 12 月の理事会で承認するため，申請する部局は 12月の理事会までに補正予算案 

   作成し予算委員会の承認を得ること． 

 ４）今後のスケジュール（詳細は理事会資料参照） 

   12 月中 ：理事会にて 平成 29年度予算仮決定   

平成 28 年度補正予算承認 

   2 月中  ：総会資料 予算書完成 理事会で最終決定 

   3 月中  ：予算書を法務局へ提出 

３．臨時総会開催の件（岩井事務長，三井副会長） 

 １）日程：平成 28 年 9月 3 日（土） 

 ２）場所：ワシントンプラザホテル 9階カタルカ（静岡市葵区七間町 11-1 ９F） 

 ３）内容：17：30～ 臨時総会 

      18：00～ 偲ぶ会（有志で行い窓口・代表は三井副会長） 

 ４）当日までのスケジュール 

  ・8 月 14 日 公示文書公表（HP・メールにて） 

  ・8 月 24 日 告示文書発送（広報誌に同封） 

４．第 29 回静岡県 OT 学会会計報告等（村岡理事） 

 １）会計報告：最終確定していないが，やや黒字計上（広告賛助・学生参加が予想以上） 

 ２）参加者アンケートからの振り返り 

  ・性別：男性 30％，女性 70％（資料訂正） 

  ・6-15 年目の参加が 35％となった．今後も中堅層の参加を促す 

  ・実行委員の参加費 3,000 円は好評だった． 

  ・学会運営に際して，全体会議がなかったため他部局が把握しにくい意見はあったが，部局内の連

携は取れていた． 

  ・表彰制度は好評．今後基準も設けて今後の学会運営にも役立てる． 

５．第 30 回静岡県 OT 学会 進捗（斎藤理事） 

 〇学会テーマ：『「限りある生（命）」を生き抜くための支援～作業療法における Art（技術・芸術）と

Science（科学）の融合への努力～』 

１）報告事項 

①学術局：プログラムは来週中に決定 

②運営局：カフェ事業（OT 道の駅）として一つの事業所に依頼を検討 

 ２）検討事項 

  ①広報部 HP サーバー費：例年サーバー費を個人負担としていたが，取扱はどうするか 

              ⇒ レンタルサーバーを検討（月 1,700 円程度） 

  ②学会運営スタッフ分の参加費について ⇒ 半額参加費を標準とする 

  ③組織図（谷川相談役の氏名記載について）⇒変更または削除 



 ３）その他 

  ・来年度予算を計画 

  ・補正予算：会場支払方法が今年度より変更し今年度中に全額支払うことになった．⇒ 承認 

  ・参加費は 5,000 円を検討中 

  ・コンベンションビューローについても検討中 

６．OT 協会設立 50 周年記念イベント進捗（大石理事） 

 〇OT 生き活きかるたの作成 

 １）進捗状況：現在 10音集まっている（全 50音） 

 ２）スケジュール：8月末募集終了．1月完成を目標に 50 音揃える，デザイン等業者と調整 

   理事メールにて 10音以外の公募を理事メールで案内 

３）協会への進捗の報告：8月 14日までに行う 

７．静岡県作業療法士連盟設立の進捗（稲葉理事） 

 ・署名は 200～300 程度集まっている（まずは数を集める目的） 

 ・設立式典や各団体への報告などタイミングを検討 

 ・式典には政治家に出席願う．早めのアナウンスをしていく． 

８．各種委員の推薦依頼の確認（事務局） 

 ・50 周年記念式典の参加について：秋山会長，梶原副会長 

⇒ 参加費 2万円＋交通費（梶原副会長分） 

 ・富士リハビリテーション専門学校教育課程編成委員の委嘱について（三井副会長に委嘱依頼あり） 

 ・浜松市より介護認定審査会委員の推薦について：秋山会長，小笠原監事，建木理事，小坂氏 

 ・三島市の介護認定審査会委員について，谷川監事の補充については上期残り 2回は齋藤理事のみ出 

席．下期は山下氏に依頼予定 

 

【各部報告】 

１．渉外部，47 委員会（秋山会長） 

 ・小笠掛川保健・福祉・医療研究会「リハビリ研修」（9月 3日（土）） 

  講 師：大田仁史氏   ⇒ 中東遠の会員に出席を呼びかける 

２．都道府県連絡協議会（岡庭理事）：特になし 

３．制度対策部（梶原副会長） 

・制度対策部研修会を 10月開催で調整中 

  平成 30 年同時改定に向けて部門管理者を対象とした内容 

４．調査部（大庭理事） 

 １）会員現況調査（公益活動調査含む） 

  調査内容を検討し 10月に承認得られるよう進める 

 ２）他部局との合同調査 

  地域活動推進部：地域包括ケア会議に関する情報収集（現在意見集約・修正実施） 

３）特別支援教育調査：学校に OTがどのくらい関わっているかの現況調査を実施予定（9月） 

５．学術部（三井副会長） 

 ・学術部マニュアル見直し作業実施中 

 ・旧県士会 SIG を『学術部専門委員会 SIG』とし，学術部活動として新たに企画から予算編成，会計

報告を行う． 

６．教育部（村岡理事，稲葉理事） 

 ・8月 7日 MTDLP 研修会 60 名参加予定 

 ・9月 4日現職者選択研修会（精神科領域）現在 9名参加予定 ⇒ 周知徹底 

 ・会計について MTDLP とのシステムの違いで別会計報告で検討． 

⇒ 一つにまとめる．会計担当がつけられず稲葉理事がまとめている． 

７．事業部：（建木理事）：紙面報告 

 ・高校生施設見学：見学そのものを 3士会で連携取りたい ⇒ 協議会にて提案 

 ・第 12回公開講座：自動車運転に関する研修会（10月 30 日 9:30～11:30）終了後任意で勉強会 

  自動車運転に関して，協会の特設委員会から県に情報提供の依頼が来るはず． 

  他機関との連携を図る上で OTがどこまで関わるか，Drをどう巻き込むか，県内の足並みを揃える 

  など検討が必要． 

 

 



８．地域活動推進部（林理事） 

 １）報告事項 

  ①6 月 25 日・26 日 OT 協会主催「地域ケア会議に資する人材育成研修会」へ参加 

  ②9 月 25 日（日）市町代表者及び各地区リーダークラスに研修会を企画予定 

  ③7 月 31 日（日）第 2回地域活動推進部担当者会議開催 

  ④静岡県リハビリテーション専門職団体協議会 

   地域包括ケア推進委員会：昨年同様地域ケア推進リーダー＆介護予防リーダー研修会開催予定 

【地区活動報告】 

 ①東部（林理事，大庭理事）詳細は理事会資料参照 

  ・IZU こども DE マルシェ：『やってみたい』ことにチャレンジできる参加型お祭り（OT 有志参加） 

  ・伊豆市 地域包括支援センターのミーティングへの参加．OTの啓発活動と地域ニーズを把握 

   ⇒ PT との違いや住環境等への OT の関わりが他職種には理解されていない． 

 ②中部（大石理事）詳細は理事会資料参照 

  ・中部地区担当者で会議開催 

   地域ケア会議へのセラピスト召集する意向はない． 

   予防体操は依頼があっても認知症に対しての OTへの派遣依頼はない． 

 ③西部（林理事） 

  ・住民向けの窓口（ホットライン）開設 

  ・OT の顔合わせや代表者会議開催し地域のニーズや連携強化など質を向上 

  ・派遣できる人材育成と把握 

９．広報部（大石理事） 

 １）広報誌（一般向け）発行に向けて 

  ・OT の啓発を目的として何が出来るかを知ってもらう．行政機関や公共施設に設置依頼予定． 

  ・内容は OT の仕事の一部または全体的なものを説明，地域における役割や対象者のライフステー

ジへの関わりをイラスト化．各疾患に対する内容も検討． 

  ・今年度は 1回（12月）発行し次年度から 2回発行予定 

  ⇒ 協議会でもリーフレットを作成するため，それとの兼ね合いも考慮する 

    疾患は各論になってしまう．どこでどんな仕事をしているかということを知ってもらうべき． 

 ２）OT生き活きかるた：前頁参照 

 ３）HP業者委託に向けて 

  年間経費 50 万円以下で収まるように調整．HPのベースになる業者 2社抽出している． 

  今年度中にせんていする． 

10．福利部（齋藤理事） 

 ・第 5回静岡 OTリーダー育成研修会（11月 12・13 日）今後参加募集をかけていく． 

11．静岡県リハビリテーション専門職団体協議会（齋藤理事） 

 ①地域包括ケアシステム・介護予防関連 

  ・地域包括ケア推進委員会の研修：前頁参照 

  ・ネットワーク会議を県主導で実施していく．3士会でも代表者を設ける． 

 ②災害対策委員会（村岡理事） 

  ⅰ）JRAT 静岡第 1回会議（7月 25日） 

   ・現状の課題：医師とセラピストとのコネクションがない．災害時の対応が未検討（各地区での

グループ編成） 

   ・運営費用：災害派遣に関わる費用（保険含め）の出所について基金設立か各施設持ち出しか． 

⇒要検討 

   ⇒ 行政との絡みや JMAT との連携など今後も検討が必要． 

 ③訪問リハビリテーション連絡委員会（齋藤理事） 

  ・第 2回静岡県リハ専門職団体協議会への出席と審議事項提案をした． 

   10 時間の研修時間の条件に加えて，医師や行政を招いてのシンポジウム開催が条件としてある為 

   9 月 8 日（木）の「地域包括ケアシンポジウム」を研修時間に組み込むこととした． 

12．事務局（岩井事務局長） 

 １）検討事項 

  ⅰ）臨時総会（谷川先生を偲ぶ会を含む） 

   ・選挙規約の変更（別紙）：第 4章第 14 条（役員選挙の日程）に項目４を追加 ⇒ 承認 

    定款の監事の定数についても今後検討する 



   ・臨時総会内容：偲ぶ会含め総会運営委員会と選挙管理委員会で対応 

           選挙管理委員長に堀木葉子氏，副委員長に山崎大輔氏（内定） 

   ・偲ぶ会内容：理事会資料参照 

  ⅱ）介護認定審査会委員の推薦について 

   ・推薦基準（案）：3期 6年を基本にして複数が同時に変更しないように配慮しつつ委員交代する 

           ⇒ 市町の実情もあるため，参考・目安程度に考える 

   ・伊豆の国市：現委員の大川和則氏より辞退の意向あり． ⇒ 地域活動推進部で検討 

 ２）提案事項 

  ⅰ）部会等への 3役の参加 

   部局等だけで判断するのには難しい案件が増加しているため，必要性がある場合に限り参加する 

   ⇒ 承認 

 ３）確認事項 

  ⅰ）事業所からの OT紹介依頼に対する対応 

   ever 優（沼津市のグループホーム・デイサービス）より月 1回の求人依頼あり． 

   ⇒ 広報誌（HP含む）への求人募集掲載を促す． 

  ⅱ）来年度の 3団体協議会の会費について：4月 1日時点での会員数とする（3月 31 日時点だと予

算案確定時期が早まるため） 

①財務部（小林理事） 

 ・本日一部監査実施．理事会当日は難しいため，別日で検討予定． 

 ・領収証，元帳，出納長の突合作業がかなり煩雑である． 

②庶務 

  ・8 月 15 日～8月 18 日まで事務局がお休み． 

③法人化推進委員会（勝又理事） 

 １）報告事項 

  8 月 1日  公益社団法人変更登記申請書提出（監事欠員） 

 ２）スケジュール 

  8 月 8日  県変更届提出 

  9 月 3日  臨時総会 監事選任 

  2 週間以内 公益社団法人変更登記申請書提出 （監事選任） 

  5 日後   登記完了 

  登記完了後 県変更届提出 

④表彰委員会（辻委員） 

 ・第 29回学会にて 4名の表彰実施．30 回の表彰者募集中． 

 ・他団体・協会の審査基準が厳しくなっている． 

 ・予算は計上せず，支出が発生したら事務局予算に組み込む 

13．その他 

  ・大石第二ビルドア施錠について 

8 月中は，日曜日も開館 朝 9：00 解錠，夜 22：00 施錠 

 

【次回】 

第 4回理事会日程：10月 15 日（土）  

 

平成 28 年度理事会開催予定日および開催日 

 開催日・候補日 備 考 主な行事 

第 1回 4 月 24 日（日） 新人ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ時  

第 2 回 6 月 11 日（土） 部長会開催 6 月 18 日 PT 県学会 

第 3回 8 月 6 日（土） 納涼会  

第 4 回 10 月 15 日（土）   

第 5 回 12 月 3 日，10 日，17 日，24 日 部長会開催，忘年会  

第 6 回 2 月 4 日，18 日，25 日 ヒヤリング  

第７回 3 月 25 日（土）or 26 日（日） 年度末の会計〆  

 

 


